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令和４年度旧木津町準財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和４年

度旧木津町準財産区特別会計歳入歳出決算について、別紙のとおり監査委員の意見を

付けて議会の認定に付する。
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実 質 収 支 に 関 す る 調 書

（単位：円）

区　　分 金　　額

歳 入 総 額1.

歳 出 総 額2.

歳 入 歳 出 差 引 額3.

(1) 継 続 費 逓 次 繰 越 額

(2) 繰 越 明 許 費 繰 越 額
翌 年 度 へ4.
繰 越 す べ き
財 源

(3) 事 故 繰 越 し 繰 越 額

計

5. 実 質 収 支 額

実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の6.

規定による基金繰入額

－ －

旧木津町準財産区特別会計

         19,365,745

         19,365,745

                  0

                  0

                  0

                  0

                  0

                  0

                  0
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旧木津町準財産区

　

（単位　㎡）

前  年  度  末 決 算 年 度 中 決 算 年 度 末

現    在    高 増　　減　　額 現　　在　　高

12,309 0 12,309

3,293 0 3,293

3,470 0 3,470

23,352 0 23,352

604,009 0 604,009

646,433 0 646,433

（単位　円）

前  年  度  末 決 算 年 度 中 決 算 年 度 末

現    在    高 増　　減　　額 現　　在　　高

現
金

準財産区等事業基金 692,674,333 3,384,788 696,059,121

692,674,333 3,384,788 696,059,121

そ　の　他

計

　２　基　金

区　　　　分

計

田　　　畑

山　　　林

墓　　　地

財産に関する調書

　１　公有財産
　　（１）　土　地

区　　　分

土　　　地　（地積）

宅　　　地

－　12　－



　　 令和 ４ 年度

旧木津町準財産区特別会計

　　主　要　施　策　　成　果　の　報　告　書　　

京都府　木津川市
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令和４年度　旧木津町準財産区特別会計　決算の概要

※記載金額は千円未満を切り捨てして表示しております。

　１．決算規模・決算収支

　　（１）決算規模

　　　　令和４年度の決算規模は、

　　　　　歳入　　19,365千円

　　　　　歳出　  19,365千円

　　（２）決算収支

　　　　＊実質収支

　　　　＊単年度収支

　　　　＊実質単年度収支

　２．歳　入

財産貸付収入 8,852千円

線下補償金 3,855千円

準財産区等事業基金繰入金 6,642千円

　３．歳　出

〇 一般管理事業費

一般会計繰出金 2,503千円

〇 財産管理事業費

準財産区等事業基金元金積立金 10,012千円

〇 自治振興事業費

自治振興補助金 6,642千円

（前年度　21,674千円）

（前年度　21,674千円）

             となり、決算規模の前年度比較は、歳入が△2,309千円、10.7％減、歳出が△2,309千円、
           10.7％減とそれぞれ前年度を下回った。

　　　　　　 令和４年度の歳入歳出差引額（形式収支）は、0千円となっており、形式収支から翌年度
　　　　　繰越すべき財源はないため、実質収支の額も0千円となり、前年度と同額となった。

　　　　　　 今年度の実質収支（０千円）から前年度の実質収支（0千円）を差し引いた単年度収支は
　　　　　0千円となった。

　　　　　　今年度の単年度収支（0千円）に基金の積立金（10,027千円）を加え、基金の取り崩し
　　　　 額（6,642千円）を差し引いた実質単年度収支は、3,385千円となった。

　　　　令和４年度の歳入総額は、19,365千円となり、前年度と比較すると△2,309千円、10.7％減と
　　　なった。歳入の概要は、次のとおりである。

　　　　令和４年度の歳出総額は、19,365千円となり、前年度と比較すると△2,309千円、10.7％減と
　　　なった。歳出の概要は、次のとおりである。
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旧木津町準財産区特別会計　決算の状況

１．歳　　入
（単位 ： 円、％）

令和４年度決算額　 令和３年度決算額　

① ②

財産収入 12,723,241 12,628,546 94,695 0.7

繰入金 6,642,504 9,006,071 △ 2,363,567 △ 26.2

繰越金 0 20,000 △ 20,000 △ 100.0

諸収入 0 20,000 △ 20,000 △ 100.0

合      計 19,365,745 21,674,617 △ 2,308,872 △ 10.7

２．歳　　出
（単位 ： 円、％）

令和４年度決算額　 令和３年度決算額　

① ②

総務費 12,723,241 12,668,546 54,695 0.4

諸支出金 6,642,504 9,006,071 △ 2,363,567 △ 26.2

合      計 19,365,745 21,674,617 △ 2,308,872 △ 10.7

項　　　目 増減　①－② 増減率

項　　　目 増減　①－② 増減率

２



旧木津町準財産区特別会計　主要施策の成果

歳入の概要

１．財産収入 12,723,241円

土地貸付料 8,852,659円

線下補償金 3,855,903円

準財産区等事業基金利子 14,679円

２．繰入金 6,642,504円

準財産区等事業基金繰入金 6,642,504円

歳出の概要

１．総務費 12,723,241円

　①　一般管理費 2,503,153円

　　　　　一般会計への繰出金である。

　②　財産管理費 10,220,088円

線下補償組合負担金 192,795円

準財産区等事業基金元金積立金 10,012,613円

準財産区等事業基金利子積立金 14,679円

２．諸支出金 6,642,504円

市坂区 4,888,504円

梅谷区 314,000円
大里区 0円
曽根山区 1,440,000円

　　　 財産収入として、次のとおり土地貸付料、線下補償金、準財産区等事業基金利子の収入が
　　 あった。

　　　準財産区等事業基金からの繰り入れがあった。

　　　　　準財産区の財産管理経費であり、主なものは次のとおりである。

　　　　地元区への自治振興補助金であり、内訳は次のとおりである。

３


